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境川沿いのアジサイが咲き始めました。率直に美しいと感じます。その美しさには「大清水心のかけ

はし会」の皆さんやボランティアさんが毎月草刈りをしたり、花がら摘みをしたり、肥料を入れたりと

世話をしてくれた陰の力があることも忘れてはなりません。子ども達だけでなく川沿いを行きかう多く

の人々の心を和ませてくれるアジサイ。感謝の気持ちをもって愛でたいと思います。 

 

校長先生、ちょっといいですか 
 6月14日に予定されている第38回体育祭。ゴールデンウィーク明けから様々な準備に入っています。

そんな中で 3 年生学級委員が校長室にやってきました。新型コロナウイルスの感染防止や例年に比べて

生徒の活動量が減っていることによるケガの防止などを考えて、今年度も種目や競技内容の細かな調整

など、いくつかの変更を行いました。その変更の一つには、ブロック対抗リレーを実施しないというも

のがありました。このことを知った 3 年学級委員が「ブロック対抗リレーを行ってほしい」と申し入れ

に来たのです。学級委員たちはブロック対抗リレーを取りやめた理由等も把握した 

うえで、「去年までやっていたからやりたい」などという感情ではなく、ブロック対 

抗リレーを行う意義や心配されるケガなどの対応策も含めて考え、提案に来たのです。 

その内容は細部に至るまで実によく考えられていました。 

私たち教員は生徒の情熱に心を動かされ、それによって行事などを動かすことが 

少なからずあります。しかし、現在のコロナ禍では気持ちだけでなく、根拠に基づ 

いた判断や行動が必要です。今回の 3 年学級委員の申し入れは科学的なものの見方 

による提案でした。単なる「やりたい」という感情や情熱だけではありませんでした。私は、結果はと

もかく職員と相談することを学級委員たちに約束しました。後日、職員会議で再検討し、ブロック対抗

リレーを実施することにしました。実施に当たっては単純にプログラムに組み込むだけでなく、それ以

外の部分も含めて再検討し、安全面や時間を十分に考慮しました。生徒の情熱と、そのプログラムを行

うためには何の問題を克服すればいいのかという、根拠に基づいた提案が何よりも大きな収穫でした。 

 今回の件は校長として、教員として実に嬉しかった。体が震えるような感覚でした。生徒総会では今

年度も「自治」について生徒に話しました。投票権が 18 歳になったこともあり、中学生のうちからこ

れまで以上に自治について学んでほしいと思っていますし、力をつけてほしいと願っています。今回の

3 年学級委員の提案は、この自治の力であり、本校の教育目標に掲げている“創造力”と言えるでしょ

う。そして開校以来の教育（建学）理念である“自由と責任”がそこに息づいていると感じました。 

 

地震、そのとき生徒は… 
校長室にいた私は“めまい”か？と思いましたが、職員室からは「地震だ」

の声。5 月 14 日、福島県沖を震源とするマグニチュード 6 の地震が発生し

ました。10 年前と同じようなゆっくりとした揺れでした。すぐに全校に放送

が入りましたが、その放送よりも早く生徒たちは机の下に潜り込んでいたそ

うです。言われて動くのではなく、状況を判断して動くことができた一瞬で 

した。幸い学校では地震による人的な被害も物的な被害もありませんでした。学校では地震や火災に対

する防災訓練を行っていますが、日頃の備えが大切だと改めて感じます。24 日には避難訓練も行いまし

たが、ご家庭でも緊急時に家族が落ち合う場所など、改めて話し合われてはいかがでしょうか。 

教育理念 自由と責任 

教育目標 『感謝 努力 創造力』 



土曜参観、ありがとうございました 
 5 月 15 日の土曜参観に多くの保護者の皆様がおいでくださいました。マスク着用、手指消毒や距離の

保持など感染症対策にもご協力下さりありがとうございました。今年度も体育祭の保護者参観はできま

せんが、7 日から学校公開週間を設定しました。9 日には体育祭の予行練習も行われます。別紙をお配

りしましたが、感染症対策にご協力いただき、生徒の活動をご覧いただければと思います。今後も色々

な工夫をしつつ、様々な行事に取り組んでまいります。 

 

仕事の学び場 Jr. ～2年生～ 
 5 月 25 日に 2 年生が仕事の学び場 Jr.を体験しました。職業訓練を体験 

することで、専門学校・専修学校への理解を深め、職業について学ぶこと 

で、進路について考えてほしいと思い実施しました。実施にあたっては、 

県内の 7 つの専門学校・専修学校の協力をいただきました。生徒はたいへん楽しみにしていたこともあ

り、どの会場でも和やかに深く学ぶことができたようです。今後、職場体験も予定していますが、コロ

ナ禍で実施できるかわからないこともあり、今回の体験で職業についての意識を高めてくれればと思い

ます。ご協力いただきました学校に感謝申し上げます。 

 

６月の予定 

日 曜日 行   事 日 曜日 行   事 

1 火 前期中間テスト 3 年全国学状(国語) 17 木 情報モラル講座 

2 水 体育祭結団式 18 金 体育着販売 

3 木 専門委員会 19 土  

4 金  20 日  

5 土  21 月 ３年生実力テスト 

6 日  22 火  

7 月 全校評議会     学校公開週間 23 水 内科検診 

8 火  24 木 壮行会       3 年部活動写真 

9 水 体育祭予行 25 金  

10 木  26 土 市総体 

11 金 教育実習終了 27 日 市総体 

12 土  28 月  

13 日  29 火  

14 月 第 38 回体育祭 30 水  

15 火  1 木 専門委員会 

16 水 体育祭予備日 2 金  

 

今年も植えました  ～サツマイモ～ 
 今年も地域の神崎さんが学校畑の整備にご尽力くださり、5 月 24 日～26 日に 

各学年でサツマイモの苗の植え付けを行いました。実は長年畑の世話をして下さっていた神崎さんが 

1 月に急逝されたという思いもよらぬ悲報に接し、驚きとともにただ呆然とするばかりでした。また、

今年のサツマイモ栽培を断念することも考えました。しかし生徒にとってはこの時期の植え付けから秋

の収穫まで、楽しみにしている活動なので、神崎さんのご家族に無理を言ってお願いをしました。本校

の卒業生でもある神崎さんの息子さんたちが快く引き受けてくださり、今年もサツマイモを育てること

ができるようになりました。生徒たちの小さな楽しみ。大きく成長してくれることを願います。 

神崎さんのこれまでのご厚情に感謝を申し上げ、ご冥福を心よりお祈り申し上げます。  合掌 


